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二
〇
三
『
舩
大
工
町
中
由
緒
書
』
史
料
紹
介『
舩
大
工
町
中
由
緒
書
』
─
伊
豫
宇
和
島
伊
達
氏
領
の
船
大
工
関
係
史
料
─渡　　
邊　
　
忠　
　
司
は
じ
め
に
　
紹
介
す
る
『
舩
大
工
町
中
由
緒
書
』（
以
下
『
町
中
由
緒
書
』）は
、
伊
豫
伊
達
氏
領
宇
和
島
城
下
町
の
職
人
町
船
大
工
町
居
住
の
船
大
工
ほ
か
職
人
の
由
緒
書
で
あ
る
。
船
大
工
町
は
近
世
城
下
町
町
屋
地
域
を
構
成
す
る
職
人
町
で
、
伊
達
氏
領
の
場
合
、
領
主
の
御
座
船
・
御
用
船
・
御
手
船
等
の
新
造
・
造
替
・
修
復
に
携
わ
っ
た
御
用
船
大
工
の
居
住
地
で
あ
っ
た
。
管
見
の
か
ぎ
り
、
宇
和
島
城
下
町
の
研
究
で
は
町
屋
地
域
形
成
過
程
の
研
究
は
多
く
な
い
。
こ
の
史
料
は
そ
の
一
助
と
な
る
古
記
録
で
あ
る）（
（
。
　
史
料
は
船
大
工
の
系
譜
、
分
家
・
別
宅
四
一
家
分
を
記
載
し
、
嘉
永
七
年（
安
政
元
年
、
一
八
五
四
）閏
七
月
に
船
大
工
町
丁
頭
紀
伊
国
屋
長
兵
衛
・
市
原
屋
新
兵
衛
お
よ
び
船
大
工
権
兵
衛
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
、
同
年
八
月
に
伊
達
氏
頭
取
渡
邊
作
之
進
に
提
出
さ
れ
た）（
（
。
　
本
史
料
は
、
す
で
に『
伊
豫
史
談
』に
一
部
を
紹
介
し
、
ま
た
本
史
料
に
よ
っ
て
近
世
大
名
の
も
と
に
あ
っ
た
船
大
工
ら
の
役
割
に
つ
い
て
別
稿｢
近
世
宇
和
島
伊
達
氏
領
に
お
け
る
船
大
工
の
展
開｣
（
仮
題
）を
予
定
し
て
い
る）（
（
。
　
以
上
を
参
照
し
つ
つ
、
本
史
料
の
持
つ
特
色
や
伊
達
氏
宇
和
島
城
下
町
の
職
人
町
と
船
大
工
の
由
緒
書
の
意
義
に
つ
い
て
、
概
略
を
述
べ
て
お
く
。
一　
『
舩
大
工
町
中
由
緒
書
』
の
概
要
　
頭
取
渡
邊
氏
に
提
出
当
初
の『
町
中
由
緒
書
』の
記
事
は
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）年
の
伊
達
秀
宗
入
部
か
ら
嘉
永
七
年
ま
で
で
あ
っ
た
。
明
治
八
年（
一
八
七
五
）に
至
る
記
事
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
作
成
後
に
頭
取
二
〇
四
渡
邊
氏
が
船
大
工
そ
れ
ぞ
れ
の
賞
詞
・
代
替
り
や
借
家
分
の
出
入
り
等
の
書
き
足
し
を
求
め
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
　
史
料
の
特
色
は
、
一
つ
は
宇
和
島
領
内（
以
下
領
内
）の
船
大
工
町
の
起
点
と
な
っ
た
者
の
出
身
地
が
紀
伊
国
加
太
浦（
和
歌
山
市
）と
土
佐
国
高
知（
高
知
市
）で
あ
る
こ
と
、
二
つ
は
領
内
に
加
え
伊
豫
吉
田
伊
達
氏
領）（
（
の
船
大
工
が
基
本
的
に
は
紀
伊
船
大
工
の
弟
子
の
独
立
と
展
開
で
あ
る
こ
と
、
三
つ
は
移
住
時
期
が
元
和
年
間
で
秀
宗
入
部
に
伴
う
城
下
町
の
整
備
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
　
こ
の
ほ
か
船
大
工
町
の
町
政
機
構
の
一
端
も
窺
え
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
船
大
工
の
履
歴
に
、
大
工
職
の
相
続
、
船
造
営
・
修
復
な
ど
具
体
的
な
職
務
と
と
も
に
町
方
の
役
職
事
績
も
記
さ
れ
、
丁
頭
、
丁
頭
順
役
、
火
消
小
頭
等
々
の
町
役
名
を
確
認
で
き
る
。
町
役
の
従
事
期
間
も
記
さ
れ
、
こ
れ
ら
町
役
を
中
心
に
町
内
秩
序
維
持
な
ど
の
実
務
が
執
行
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
世
襲
に
近
い
か
た
ち
で
受
け
継
が
れ
て
い
た
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
ま
た
町
方
の
防
火
・
消
火
に
は
、
多
く
の
城
下
町
で
は
火
消
に
家
大
工
が
動
員
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
大
坂
三
郷
で
は
市
中
に
二
三
組
の
大
工
組
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
市
中
を
雨
・
波
・
滝
・
川
・
井
に
区
分
け
さ
れ
た
担
当
地
域
に
組
分
け
を
さ
れ
、
消
防
・
消
火
に
当
た
っ
て
い
た）（
（
。
　
由
緒
書
に
は
、
船
大
工
が
火
消
小
頭
に
就
い
て
い
る
記
事
が
あ
り
、
宇
和
島
城
下
で
は
船
大
工
も
動
員
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
宇
和
島
城
下
・
領
内
家
大
工
の
状
況
が
不
明
な
の
で
、
動
員
の
状
況
は
明
確
で
は
な
い
が
、
船
大
工
が
同
様
の
役
割
を
負
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
二　
伊
達
氏
宇
和
島
城
下
町
と
町
人
町
に
つい
て
　
伊
豫
宇
和
島
は
、
伊
達
秀
宗
の
入
部
に
よ
っ
て
城
下
町
が
完
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
基
点
は
戦
国
期
西
園
寺
氏
の
在
地
支
配
に
あ
る
。
西
園
寺
氏
は
在
地
領
主
で
あ
っ
た
一
五
将
を
統
率
し
、
在
地
領
主
層
の
惣
領
主
的
位
置
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
関
係
は
土
佐
長
宗
我
部
氏
の
伊
豫
侵
攻
・
制
圧
で
解
体
さ
れ
、
同
時
に
伊
豫
宇
和
郡
地
域
の
在
地
領
主
制
も
解
体
さ
れ
た）（
（
。
　
そ
の
後
、
天
正
十
三
年（
一
五
八
五
）の
豊
臣
秀
吉
の
四
国
制
圧
と
小
早
川
隆
景
の
伊
豫
一
国
配
置
が
あ
り
、
継
い
で
同
十
五
年
に
戸
田
勝
隆
、
文
禄
四
年（
一
五
九
四
）に
藤
堂
高
虎
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
領
有
の
も
と
で
、
宇
和
島
地
域
は
板
島
城
か
ら
丸
串
城
を
中
心
に
し
た
城
下
町
の
整
備
が
進
ん
で
い
た
。
本
格
的
な
整
備
は
藤
堂
氏
に
よ
る
宇
和
島
城
と
城
下
町
の
建
設
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
近
世
城
下
町
の
形
態
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
。
　
伊
達
氏
は
元
和
元
年
に
入
部
し
て
以
後
、
藤
堂
氏
ら
の
城
郭
と
城
下
町
を
基
盤
に
、
慶
安
年
中（
一
六
四
八
～
一
六
五
二
）に
は
武
家
屋
敷
町
二
〇
五
『
舩
大
工
町
中
由
緒
書
』
一
五
町
、
町
人
町
六
町
、
下
士
な
ど
の
侍
、
下
層
武
士
ら
と
商
人
・
職
人･
百
姓
ら
の
混
雑
地
一
一
町
で
構
成
さ
れ
る
町
数
三
二
町
の
城
下
町
を
造
り
上
げ
た）（
（
。
　
伊
達
氏
の
城
下
町
整
備
は
、
埋
め
立
て
と
新
田
に
よ
る
百
姓
町
恵
美
須
町
と
職
人
町
船
大
工
町
の
成
立
に
よ
っ
て
完
結
す
る
。
そ
れ
が
船
大
工
町
の
由
緒
書
で
確
認
さ
れ
る
。『
町
中
由
緒
書
』の
船
大
工
由
緒
書
に
は
、
最
初
の
居
住
者
が
元
和
年
中
に
紀
伊
加
太
浦
か
ら
、
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）に
土
佐
南
高
知
か
ら
移
住
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
参
考
ま
で
に『
町
中
由
緒
書
』の
関
連
部
分
を
示
し
て
お
く（
後
掲
史
料
参
照
）。
　
　
　
　
　
　
由
緒
書
　
　
一
私
先
祖
玉
置
庄
左
衛
門
生
国
紀
州
賀（加
太
）太
浦
ゟ
元
和
年
中
浄
　
　
　
満
寺
開
山
伴
仕
　
　
　
御
当
国
江
罷
越
、
浄
満
寺
檀
家
ニ
御
座
候
而
御
丁
内
江
代
　
　
　
々
住
居
仕
候
、
　
　
　
右
先
祖
庄
左
衛
門
儀
嫡
子
甚
九
郞
江
相
続
御
願
申
上
　
　
　
元
和
九
癸
亥
二
男
庄
左
衛
門
召
連
、
当
時
舩
大
工
権
兵
衛
　
　
　
向
本
宅
江
引
移
申
候
、
　
賀
太
浦（
加
太
浦
）か
ら
移
住
し
た
玉
置
氏
は
領
内
に
浄
土
真
宗
の
布
教
の
た
め
に
、
汲
鸞
に
招
聘
さ
れ
た
浄
満
寺
開
山
の
伴
と
し
て
移
住
し
て
い
る
。
玉
置
氏
は
こ
の
後
に
紀
伊
国
屋
の
屋
号
で
船
大
工
棟
梁
、
御
用
船
大
工
と
し
て
、
徳
川
政
権
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
船
大
工
町
の
祖
と
な
り
、
領
内
に
展
開
し
た
船
大
工
の
祖
と
な
っ
た
。
以
後
、
明
治
期
ま
で
九
代
継
続
し
て
い
る
。
　
も
う
一
人
が
市
原
屋
の
祖
で
、
土
佐
出
身
の
浪
人
市
原
甚
弥
太
で
あ
る
。
由
緒
書
の
冒
頭
部
分
を
あ
げ
て
お
く（
後
掲
史
料
参
照
）。
　
　
　
　
　
　
由
緒
書
　
　
一
私
先
祖
土
州
南
高
智
之
産
ニ
而
浪
人
仕
、
　
　
　
寛
永
元
甲
子
年
　
　
　
御
当
国
江
罷
越
御
丁
内
江
住
居
仕
、
妙
典
寺
檀
家
ニ
罷
成
、
　
　
　
俗
名
市
原
甚
弥
太
与
申
候
、
　
　
　
寛
永
二
拾
癸
未
年
死
去
仕
候
、
　
市
原
氏
は
島
原
の
一
揆
に
は
、
二
代
目
甚
右
衛
門
が
伊
達
氏
家
臣
梶
田
権
兵
衛
の
供
と
し
て
従
軍
し
、
御
水
主
に
取
り
立
て
ら
れ
家
臣
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
二
男
八
左
衛
門
が
三
代
目
と
し
て
御
用
染
物
を
扱
う
紺
屋
職
方
と
な
っ
た
。
以
後
明
治
期
ま
で
七
代
を
数
え
る
。
　
こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
領
内
船
大
工
町
の
祖
は
こ
の
二
人
で
あ
り
、
そ
の
移
住
記
事
か
ら
船
大
工
町
の
成
立
が
元
和
・
寛
永
期
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
事
実
は
、
船
大
工
町
の
成
立
が
慶
安
年
中
と
す
る
見
解
の
再
検
証
を
促
す）（
（
。
　
特
に
紀
伊
国
屋
は
船
大
工
の
祖
で
あ
り
、
領
内
船
大
工
の
展
開
の
起
点
で
あ
っ
た
。
こ
の
後
の
船
大
工
町
と
船
大
工
の
展
開
を
見
る
と
、
紀
二
〇
六
伊
国
屋
の
分
家
、
弟
子
入
と
そ
の
独
立
・
別
宅
、
し
か
も
浦
方
か
ら
の
弟
子
入
か
ら
独
立
・
別
宅
と
い
う
船
大
工
の
増
加
が
確
か
め
ら
れ
る
。
参
考
ま
で
に
、
由
緒
書
か
ら
作
成
し
た
紀
伊
国
屋
の
系
譜
を
あ
げ
て
お
く（
図
（
）。
　
『
町
中
由
緒
書
』の
船
大
工
由
緒
書
に
は
、
船
大
工
が
伊
達
氏
の
諸
船
の
造
作
に
当
た
っ
た
記
録
も
豊
富
で
あ
る
。
船
大
工
の
態
勢
が
整
っ
た
と
見
ら
れ
る
元
禄
期
以
降
、
特
に
宝
暦
元
年（
一
七
五
一
）の
鰯
船
造
立
以
後
、
安
政
四
年（
一
八
五
七
）ま
で
一
四
艘
が
造
作
・
造
り
替
え
、
修
復
さ
れ
て
い
る
。
　
安
永
五
年（
一
七
七
六
）以
降
で
は
、
緑
丸
・
金
毘
羅
丸
・
和
霊
丸
・
明
神
丸
・
飛
燕
丸
・
天
龍
丸
六
艘
が
ほ
ぼ
一
八
年
の
間
に
造
り
替
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
六
艘
が
伊
達
氏
保
有
の
艘
数
で
あ
る
が
、
船
大
工
が
御
座
船
・
荷
物
廻
船
、
御
用
船
・
御
手
船
な
ど
領
主
御
用
船
の
維
持
に
関
わ
っ
て
い
た
事
例
と
そ
の
造
立
態
勢
を
確
認
で
き
る
記
事
で
あ
る
。
大
工
系
譜
　
船
大
工
の
系
譜（
嘉
永
（
年
ま
で
）
図
1　
紀
伊
国
屋
長
兵
衛（
嘉
永
（
年
）系
譜
①
玉
置
玉
置
庄
左
衛
門　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
灘
浦
権
七
忰
寛
政
（0
長
兵
衛
弟
子
　
　
　
　
　
～
元
和
（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
─
淺
之
進
─
─
七
蔵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
享
和
元
～
安
政
（
／
安
政
（
～
　
─
─
②
甚
九
郎
─
─
③
善
右
衛
門
─
─
④
五
兵
衛
─
─
⑤
長
右
衛
門
─
─
⑥
長
兵
衛
─
─
⑦
長
兵
衛
─
─
⑧
長
兵
衛
─
─
⑨
玉
置
岩
太
郎
─
─
　
　
　
　
元
和
（
～
延
宝
（
／
同
（
～
元
禄
（（
／
同
（（
～
享
保
（（
／
同
（（
～
宝
暦
（（
／
同
（（
～
文
化
（
／
同
（
～
文
政
元
／
同
元
～
明
治
（
／
同
（
～
　
─
─
②
庄
左
衛
門
─
─
③
七
右
衛
門
─
─
④
九
左
衛
門
─
─
⑤
九
左
衛
門
─
─
⑥
権
兵
衛
─
─
⑦
幸
七
─
─
⑧
幸
七
─
─
⑨
権
兵
衛
─
─
⑩
幸
吉
─
─
　
　
　
万
治
（
～
延
宝
（
／
同
（
～
元
禄
元
／
同
元
～
宝
永
（
／
同
（
～
延
享
（
／
～
天
明
（
／
～
文
政
元　
／　
　
　
　
～
弘
化
（
／
～
文
久
（
／
文
久
（
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
権
兵
衛
内
ゟ
別
家（
親
は
幸
七
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
─
①
紀
伊
国
屋
雅
治
郎
─
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
天
保
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別
宅
寛
政
（（
～
／
天
保
（0
～
二
〇
七
『
舩
大
工
町
中
由
緒
書
』
　
特
に
弘
化
元
年（
一
八
四
六
）か
ら
二
年
、
嘉
永
三
年（
一
八
五
〇
）に
造
立
・
造
り
替
え
ら
れ
た
天
龍
丸
の
事
例
は
船
大
工
町
の
船
大
工
が
棟
梁
を
務
め
、
新
造
さ
れ
た
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、｢
藍
山
公
記｣
（
巻
一
）の
弘
化
元
年
九
月
七
日
の
条
に
記
録
が
残
る
。
弘
化
元
年
の
造
立
は
領
内
物
産
と
専
売
制
の
た
め
に
江
戸
大
廻
り
大
船
天
龍
丸
の
新
造
で
あ
り
、
伊
達
氏
領
で
は
初
め
て
の
千
石
積
の
大
廻
り
廻
船
の
造
立
で
あ
っ
た
。
造
作
過
程
の
記
事
で
は
、
帆
柱
木
の
搬
出
に
手
間
取
り
、
伐
採
地
を
変
更
し
て
川
流
し
・
海
路
の
搬
出
か
ら
陸
路
で
の
搬
出
へ
変
更
し
た
興
味
深
い
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
製
造
功
賞
を
記
し
た
箇
所
に｢
頭
取
光
本
太
郞
兵
衛
渡
辺
作
之
進
ニ
金
百
五
十
疋
宛
ヲ｣
与
え
る
と
あ
る）（
（
。
　
『
町
中
由
緒
書
』の
記
事
に
よ
る
と
、
弘
化
二
年
の
天
龍
丸
は｢
船
体
成
就｣
後
に
松
山
で
払
い
下
げ
と
な
り
、
改
め
て
嘉
永
三
年
に
造
り
替
え
ら
れ
た
よ
う
に
み
え
る
。
記
録
か
ら
は
天
龍
丸
が
千
石
積
の
廻
船
と
し
て
新
造
さ
れ
、
大
廻
り
廻
船
と
し
て
運
用
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
｢
藍
山
公
記｣
（
巻
一
）と『
町
中
由
緒
書
』の
天
龍
丸
造
立
の
記
事
に
は
不
整
合
が
あ
る
。
今
後
の
検
証
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
お
わ
り
に
　
近
世
城
下
町
は
、
豊
臣
政
権
の
大
坂
城
下
町
造
営
方
式
が
城
下
町
造
営
の
基
本
形
と
し
て
諸
大
名
に
引
き
継
が
れ
た
が
、
そ
の
研
究
は
深
化
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。
出
羽
秋
田
や
丹
波
亀
山（
亀
岡
市
）等
で
は
城
下
町
造
成
時
に
周
辺
村
落
を
取
り
込
み
、
侍
と
町
人
・
百
姓
の
混
在
す
る
町
が
あ
り
、
身
分
と
居
住
区
分
の
不
十
分
さ
が
残
っ
た）（
（
。
　
宇
和
島
城
下
も
同
様
の
事
態
が
あ
っ
た
。
武
家
屋
敷
町
、
混
在
町
、
町
人
町
の
区
分
は
あ
っ
た
が
、
混
在
町
は
武
家
と
町
人
の
混
在
で
あ
っ
た
。
船
大
工
町
は
町
人
町（
職
人
町
）の
一
つ
で
あ
り
、
享
保
八
年（
一
七
二
三
）十
一
月
七
日
の
記
録
で
は
居
住
者
は
小
頭
四
人
、
船
大
工
七
人
、
町
人
一
一
人
の
計
二
二
人
で
あ
っ
た）（1
（
。
　
船
大
工
町
の
居
住
者
は
屋
敷
持
居
住
町
人
で
、
公
役
と
町
役
・
夫
役
を
負
担
す
る
階
層
で
あ
る
。
混
在
地
の
存
在
は
宇
和
島
城
下
町
が
身
分
に
よ
る
居
住
区
分
の
不
十
分
さ
が
あ
り
、
そ
れ
が
未
完
の
城
下
町
を
示
す
の
か
、
そ
れ
と
も
城
下
町
の
在
り
方
な
の
か
、
検
証
す
べ
き
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。
紹
介
史
料
は
そ
の
一
助
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
註（（
）
宇
和
島
伊
達
氏
領
・
吉
田
伊
達
氏
領
に
つ
い
て
は
、
三
好
昌
文
氏
ら
の
研
究
業
績
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
但
し
三
好
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
町
人
町
に
関
す
る「
全
体
的
な
史
料
は
見
当
た
ら
な
い
」。
宇
和
島
・
吉
田
旧
記
刊
行
会
編『
宇
和
島
藩
町
方
・
殖
産
興
業
・
軍
事
改
革
史
料
─「
藍
山
公
記
」・「
龍
山
公
記
」─
』（
宇
和
島
・
吉
田
旧
記　
第
二
十
五
輯
、
平
成
十
八
年
）の「
例
言
」参
照
。
（
（
）
『
舩
大
工
町
中
由
緒
書
』参
照
。
二
〇
八
（
（
）
「『
舩
大
工
町
中
由
緒
書
』（
抜
粋
）─
宇
和
島
城
下
船
大
工
由
緒
書
─
」
（『
伊
豫
史
談
』三
九
八
号
、
令
和
二
年
七
月
号
、
伊
予
史
談
会
）、
別
稿
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
研
究
ノ
ー
ト
と
し
て
予
定
。
な
お
別
稿
に
つ
い
て
は
掲
載
未
定
。
（
（
）
初
代
伊
達
秀
宗
は
明
暦
三
年（
一
六
五
七
）に
末
子
宗
純
に
三
万
石
を
分
地
し
、
吉
田
伊
達
氏
が
成
立
し
た
。
（
（
）
『
大
阪
市
史
』第
二
巻（
一
九
一
二
）、『
新
修
大
阪
市
史
』第
四
巻（
平
成
二
年
参
照
）。
い
ず
れ
も
大
阪
市
。
（
（
）
三
好
昌
文「
宇
和
島
城
下
町
の
形
成
に
つ
い
て
」（『
愛
媛
近
代
史
研
究
』三
四
号
）参
照
。
元
和
元
年（
一
六
一
五
）に
は
商
人
町
・
職
人
町
が
存
在
し
て
い
た
と
す
る
。
（
（
）
前
掲
、
宇
和
島
・
吉
田
旧
記　
第
二
十
五
輯
参
照
。
（
（
）
宇
和
島
・
吉
田
旧
記
刊
行
会
編『
宇
和
島
藩
町
方
・
殖
産
興
業
・
軍
事
改
革
史
料
─「
藍
山
公
記
」・「
龍
山
公
記
」─
』（
宇
和
島
・
吉
田
旧
記　
第
二
十
五
輯
、
平
成
十
八
年
）、
五
四
頁
。
（
（
）
『
秋
田
県
史
』（
通
史
近
世
篇
上
巻
）、
金
山
真
樹「
近
世
初
期
丹
波
亀
山
城
下
町
形
成
期
に
お
け
る『
村
』」（
渡
邊
忠
司
監
修『
近
世
地
域
史
文
化
史
の
研
究
』名
著
出
版
、
二
〇
一
八
）。
（
（0
）
「
椛
崎
須
賀
新
町
屋
鋪
余
地
畝
数
并
御
年
貢
帳
」（
近
代
史
文
庫
宇
和
島
研
究
会『
宇
和
島
藩
庁
・
伊
達
家
史
料
』７
）。
［
史
料
翻
刻
］　｢
舩
大
工
町
中
由
緒
書｣
　
［
凡
例
］
一　
本
稿
は
伊
豫
宇
和
島
伊
達
氏
領
城
下
町
の
職
人
町
船
大
工
町
居
住
船
大
工
の
由
緒
書
で
あ
る
。
内
容
は
町
そ
の
も
の
由
緒
で
は
な
く
町
中
船
大
工
の
由
緒
・
系
譜
記
録
で
あ
る
。
二　
翻
刻
に
あ
た
っ
て
、
基
本
的
に
は
原
文
の
体
裁
に
従
っ
た
が
、
読
解
の
便
宜
を
考
慮
し
て
適
宜
読
点
を
入
れ
た
。
そ
の
表
示
は
該
当
箇
所
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
（
一
）
平
出
・
台
頭
・
欠
字
は
原
文
に
従
っ
た
。
　
（
二
）
虫
損
は［
ム
シ
］と
表
記
し
、
破
損
は［　
　
］で
表
し
、
字
数
が
推
測
で
き
る
場
合
は
□
□
で
示
し
た
。
ま
た
判
読
不
明
の
場
合
も
同
様
に
□
□
で
表
示
し
た
。
　
（
三
）
原
文
の
書
き
直
し
・
訂
正
・
抹
消
文
に
は「
ミ
セ
ケ
チ｣
を
付
し
た
。
　
（
四
）
貼
紙
・
付
箋
・
付
紙
等
は
、（
貼
紙
）・（
付
箋
）・（
付
紙
）と
肩
書
し
た
。
三　
翻
刻
は
基
本
的
に
常
用
漢
字
を
用
い
た
が
、
固
有
名
詞
や
地
名
な
ど
は
原
文
の
ま
ま
に
表
記
し
た
。
但
し
、
異
字
・
俗
字
・
合
字
・
か
な
、
ま
た
助
詞
と
し
て
の
使
用
に
つ
い
て
は
原
文
の
ま
ま
に
残
し
た
部
分
も
あ
る
。
者
（
は
）　
而
（
て
）　
与
（
と
）　
并
（
並
）　
ゟ
（
よ
り
）　
江
（
え
）　
茂
（
も
）　
躰
（
体
）　
帋
（
紙
）　
㕝
（
事
）
四　
翻
刻
・
校
訂
者
に
よ
る
注
記
は
、
次
の
よ
う
に
表
示
し
た
。
　
（
一
）
挿
入
・
書
き
直
し
・
書
き
加
え
な
ど
は
、
で
き
る
限
り
原
文
体
裁
の
通
り
に
表
示
　
（
二
）
誤
字
・
脱
字
・
当
て
字
な
ど
も
原
文
に
従
っ
た
が
、
判
明
す
る
限
り
で
右
側
に
注
記
す
る
か
、（
マ
マ
）と
表
記
二
〇
九
『
舩
大
工
町
中
由
緒
書
』
五　
『
舩
大
工
町
中
由
緒
書
』は
古
書
店
か
ら
の
購
入
に
よ
る
。
大
判
和
装
綴
丁
数
一
〇
二
丁（
竪
二
七
・
七
㌢
×
一
八
・
八
㌢
）の
冊
子
で
、
付
箋
・
挿
入
紙
も
若
干
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
翻
刻
の
際
に
注
記
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
：
宇
和
島
城
下
町　
伊
達
氏　
船
大
工　
職
人
町
史
料
　
『
舩
大
工
町
中
由
緒
書
』
（
表
紙
中
扉
）
舩
大
工
町
中
由
緒
書
　
　
　
　
由
緒
書
一
私
先
祖
玉
置
庄
左
衛
門
生
国
紀
州
賀（加
太
）太
浦
ゟ
元
和
年
中
浄
満
寺
開
山
伴
仕
御
当
国
江
罷
越
、
浄
満
寺
檀
家
ニ
御
座
候
而
御
丁
内
江
代
々
住
居
仕
候
、
　
右
先
祖
庄
左
衛
門
儀
嫡
子
甚
九
郞
江
相
続
御
願
申
上
元
和
九
癸
亥
二
男
庄
左
衛
門
召
連
、
当
時
舩
大
工
権
兵
衛
向
本
宅
江
引
移
申
候
、
一
二
代
目　
嫡
子
舩
大
工
甚
九
郎
　
元
和
九
癸
亥
年
相
続
仕
候
、
　
同
年
ゟ
延
宝
二
甲
寅
年
迠
五
十
ヶ
年
相
勤
申
候
、
一
三
代
目　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
甚
九
郞
倅右
衛
門
　
延
宝
二
甲
寅
年
相
続
仕
候
、
　
元
禄
拾
五
壬
午
年
忰
又
兵
衛
江
相
続
相
願
隠
居
仕
候
、
　
延
宝
二
甲
寅
年
ゟ
元
禄
拾
五
壬
午
年
迠
弐
拾
九
ヶ
年
相
勤
申
候
、
一
四
代
目　
　
　
　
　
　
　
　
　
五 
兵 
衛
　
元
禄
拾
五
壬
午
年
相
続
仕
候
、
　
元
禄
拾
五
壬
午
年
ゟ
享
保
拾
壱
丙
午
年
迠
弐
拾
五
ヶ
年
相
勤
、
　
忰
長
右
衛
門
江
相
続
相
願
隠
居
仕
候
、
一
五
代
目　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
右
衛
門
　
享
保
拾
壱
丙
午
年
相
続
仕
候
、
　
同
拾
三
戊
申
年
ゟ
丁
頭
役
被　
仰
付
候
、
　
享
保
拾
壱
丙
午
年
ゟ
宝
暦
拾
三
癸
未
年
迠
三
拾
九
ヶ
年
相
勤
、
　
忰
長
兵
衛
江
相
続
相
願
隠
居
仕
候
、
一
六
代
目　
　
　
　
　
　
　
　
　
長 
兵 
衛
　
宝
暦
十
三
癸
未
年
相
続
仕
候
、
　
安
永
二
癸
巳
年
御
願
申
上
、
南
側
濱
屋
敷
江
普
請
仕
引
移
申
候
、
　
同
三
甲
午
年
丁
頭
役
被　
仰
付
候
、
　
同
五
丙
申
年
御
手
舩
緑
丸
御
造
替
御
用
被　
仰
付
相
勤
候
ニ
付
二
一
〇
　
御
目
録
被
下
置
候
、
　
安
永
三
甲
午
年
ゟ
享
和
元
辛
酉
年
迠
丁
頭
役
二
十
八
ヶ
年
相
勤
　
退
役
仕
候
、
其
節
御
目
録
被
下
置
候
、
　
文
化
二
乙
丑
年
二
男
長
右
衛
門
扣
家
江
別
宅
為
仕
、
本
人
相
立
　
申
候
、
　
同
九
壬
申
年
忰
長
兵
衛
江
相
続
相
願
申
上
候
、
　
宝
暦
十
三
癸
未
年
ゟ
文
化
九
壬
申
年
迠
四
拾
九
ヶ
年
相
勤
申
候
、
一
七
代
目　
　
　
　
　
　
　
　
　
長 
兵 
衛
　
文
化
九
壬
申
年
相
続
仕
候
、
　
文
化
九
壬
申
年
ゟ
　
文
政
元
戊
寅
年
迠
七
ヶ
年
相
勤
、
忰
長
兵
衛
江
相
続
為
仕
候
、
一
私
儀
　
文
政
元
戊
寅
年
相
続
仕
候
、
　
同
七
甲
申
年
御
手
舩
明
神
丸
御
造
作
御
用
被　
仰
付
相
勤
候
ニ
　
付
、
御
目
録
被
下
置
候
、
　
同
十
三
己
亥
年
火
消
小
頭
役
被
仰
付
候
、
　
天
保
十
三
壬
寅
年　
御
賞
書
頂
戴
仕
、
平
日
心
得
向
宜
敷
相
勤
　
一
段
之
事
ニ
依
而
丁
頭
役
被　
仰
付
候
、
同
年
ゟ
丁
頭
役
三
人
　
ニ
罷
成
候
、
　
嘉
永
元
戊
申
年
御
手
舩
両
艘
御
造
作
御
用
被　
仰
付
相
勤
候
ニ
　
付
、
御
目
録
被
下
置
候
、
　
同
二
己
酉
年　
御
座
舩
下
入
替
御
造
作
之
節
相
勤
候
ニ
付
、
御
　
目
録
被
下
置
候
、
　
同
年
御
手
舩
金
毘
羅
丸
長
濱
ニ
而
御
造
作
之
節
相
勤
候
ニ
付
、
　
御
目
録
被
下
置
候
、
　
同
年
御
手
舩
天
龍
丸
松
山
方
江
御
払
之
節
、
御
用
相
勤
候
ニ
付
、
　
御
目
録
被
下
置
候
、
　
同
三
庚
戌
年
御
手
舩
天
龍
丸
御
造
替
御
用
被
仰
付
、
相
勤
候
ニ
　
付
、
御
目
録
金
壱
両
被
下
置
候
、
　
同
四
辛
亥
年
御
手
舩
金
毘
羅
丸
上
廻
り
御
造
作
御
用
被　
仰
付
　
相
勤
候
ニ
付
、
御
目
録
被
下
置
候
、
　
同
六
癸
丑
年
丁
頭
役
年
数
貞
実
ニ
相
勤
候
ニ
付
、
家
名
書
下
シ
　
御
免
被
成
下
候
　
文
政
元
戊
寅
年
ゟ
　
嘉
永
七
甲
寅
年
迠
三
十
七
ヶ
年
相
勤
申
候
、
　
当
寅
四
十
九
歳
ニ
罷
成
申
候
、
　
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
永
七
甲
寅
閏
七
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舩
大
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紀
伊
国
屋
長
兵
衛
　
安
政
四
年
御
手
舩
飛
造（ママ
、燕
ヵ
）
丸
御
造
替
御
用
被　
仰
付
候
、
　
同
七
庚
申
年
三
月
廿
七
日
丁
頭
役
年
数
出
精
相
勤
候
ヲ
以
名
字
二
一
一
『
舩
大
工
町
中
由
緒
書
』
　
御
免
被
成
下
事
、
　
慶
応
二
丙
寅
年
丁
頭
役
年
数
出
精
相
勤
、
丁
用
懸
届
且
亦
窮
民
　
為
救
銀
札
壱
貫
目
致
出
銀
候
趣
ヲ
以
格
別
之
御
吟
味
合
　
御
目
見
被
仰
付
候
㕝
、
　
　
　
　
十
二
月
廿
二
日
　
同
三
卯
年
五
月
御
時
體
柄
恐
察
仕
、
銀
札
三
貫
目
献
金
仕
候
間
、
　
引
龍
御
紋
付
横
鹿
御
上
下
拝
領
仕
候
、
　
　
明
治
六
酉
閏
六
月
廿
二
日
四
ツ
時
死
去
仕
候
、
　
　
　
行
年
六
拾
八
才
也
一
九
代
目　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
置
岩
太
郎
　
〆
明
治
六
年
閏
六
月
相
続
仕
、
一
明
治
八
年
閏
六
月
神
風
講
世
話
懸
り
御
用
相
勤
申
候
、
一
〃
年
七
月
議
事
役
被　
仰
付
候
、
一
〃
年
八
月
町
用
懸
り
被　
仰
付
候
、
　
　
　
　
由
緒
書
一
私
先
祖
土
州
南
高
智
之
産
ニ
而
浪
人
仕
、
　
寛
永
元
甲
子
年
　
御
当
国
江
罷
越
御
丁
内
江
住
居
仕
、
妙
典
寺
檀
家
ニ
罷
成
、
俗
　
名
市
原
甚
弥
太
与
申
候
、
　
寛
永
二
拾
癸
未
年
死
去
仕
候
、
一
二
代
目　
　
　
　
　
　
　
　
　
甚
甚
弥
太
忰右
衛
門
　
寛
永
十
五
戊
寅
年
天
草
一
揆
相
発
り
候
節
、
拾
七
歳
ニ
而
梶
田
　
権
兵
衛
様
御
供
仕
敵
陣
ニ
而
鉄
炮
之
流
レ
矢
ニ
的
リ
、
其
玉
躰
　
中
ニ
留
リ
老
年
ニ
及
相
候
迠
去
リ
不
申
由
申
伝
候
、
　
宝
永
弐
乙
酉
年
八
十
四
歳
ニ
而
死
去
仕
候
、
　
右
甚
右
衛
門
忰
仁
左
衛
門
与
申
者
　
御
殿
ニ
而
角
力
　
御
覧
之
節
、
巧
者
之
者
ニ
御
座
候
ニ
付
被
　
召
出
、
御
舩
手
御
水
主
被
　
仰
付
候
ニ
付
、
二
男
八
左
衛
門
江
相
続
御
願
申
上
候
、
一
三
代
目　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
左
衛
門
　
宝
永
弐
乙
酉
年
相
続
仕
、
紺
屋
職
方
ニ
付
而
御
舩
御
用
御
幕
其
　
外
御
染
物
御
用
向
相
勤
申
候
、
但
御
舩
手
市
原
氏
元
祖
仁
左
衛
　
門
弟
八
左
衛
門
六
十
六
歳
ニ
而
延
享
元
甲
子
年
死
去
仕
候
、
一
四
代
目　
　
　
　
　
　
　
　
　
甚
八
左
衛
門
忰
 
四 
郎
　
延
享
元
甲
子
年
相
続
仕
、
　
同
弐
乙
丑
年
死
去
仕
候
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甚
四
郎
忰
一
五
代
目　
　
　
　
　
　
　
　
　
新 
兵 
衛
　
延
享
弐
乙
丑
年
相
続
仕
、
右
之
者
生
碍
諸
小
細
工
或
者
画
道
抔
二
一
二
　
ニ
志
シ
深
ク
、
何
事
ニ
よ
ら
ず
兼
而
巧
者
之
者
之
由
ニ
被
為
及
　
御
聞
御
用
ニ
而
　
御
殿
御
庭
ニ
被
　
召　
御
用
イ
之
御
硯
ニ
彫
物
御
座
候
ヲ
、
何
類
欤
与
御
尋
被
下
　
置
候
ニ
付
拝
見
仕
、
右
者
龍シャ
チ
ホ
コ
頭
魚
ニ
而
可
有
御
座
与
申
上
候
、
　
但
御
硯
ニ
龍
頭
魚
彫
候
訳
合
存
知
候
欤
与
御
尋
被
成
下
候
ニ
付
、
　
尤
右
龍
頭
魚
与
申
者
者
御
殿
子
御
棟
抔
ニ
水
ニ
縁
有
ル
物
ニ
御
座
候
故
、
昔
よ
り
御
火
難
除
ヶ
ニ
御
用
被
遊
候
由
聞
伝
罷
在
候
与
申
上
候
処
、
至
極
巧
者
之
者
与
被　
仰
下
、
并
右
御
硯
之
岡
ニ
彫
物
有
之
候
物
者
何
レ
与
申
物
欤
与
、
又
々
御
尋
被
成
下
候
ニ
付
、
右
者
海
馬
与
申
者
ニ
而
御
座
候
与
申
上
、
旁
巧
者
之
者
与
被　
仰
下
、
且
亦
御
庭
ニ
人
麿
様
之
御
手
水
鉢
ニ
龍
頭
魚
之
下
タ
絵
ヲ
画
シ
候
様
被　
仰
付
候
ニ
付
奉
畏
、
則
チ
下
タ
絵
相
画
キ
候
ニ
付
恵
美
須
町
石
屋
弥
兵
衛
江
彫
刻
仕
候
様
被　
仰
付
候
、
只
今
之
石
職
中
村
弥
兵
衛
祖
父
ニ
相
当
り
候
者
ニ
御
座
候
、
其
節
新
兵
衛
江
　
御
目
録
被
下
置
候
、
　
延
享
弐
乙
丑
年
ゟ
　
寛
政
弐
庚
戌
年
迠
四
十
五
ヶ
年
相
勤
、
忰
新
兵
衛
江
相
続
御
願
　
申
上
、
同
年
ニ
死
去
仕
候
、
一
六
代
目　
　
　
　
　
　
　
　
　
新 
兵 
衛
　
寛
政
弐
庚
戌
年
相
続
仕
候
、
惣
而
暫
中
絶
仕
罷
在
候
処
、
御
舩
　
御
用
御
染
物
御
用
聞
被　
仰
付
、
　
享
和
元
辛
酉
年
丁
頭
役
被　
仰
付
、
　
文
政
七
甲
申
年
御
賞
被
成
家
名
書
下
シ
御
免
被　
仰
付
、
　
天
保
元
庚
寅
年
迠
弐
拾
八
ヶ
年
相
勤
退
役
仕
、
其
節　
御
目
録
　
俵（マ
マ
）子
被
下
置
候
、
天
保
八
丁
酉
年
隠
居
仕
、
三
助
与
改
名
仕
、
実
子
新
兵
衛
江
相
　
続
御
願
申
上
候
、
　
天
保
弐
辛
夘
年
舩
大
工
芳
右
衛
門
家
屋
敷
相
求
、
二
男
八
左
衛
　
門
江
相
譲
り
別
宅
為
仕
候
、
　
嘉
永
元
戊
申
年
三
月
朔
日
八
十
三
才
ニ
罷
成
候
ニ
付
御
祝
被
成
　
下
　
御
殿
御
内
庭
江
罷
出
　
御
目
見
被　
仰
付
、
御
酒
頂
戴
被　
仰
付
候
、
同
三
庚
戌
年
二
月
五
日
八
十
五
才
ニ
而
右
同
断
御
殿
御
庭
江
罷
出
　
御
目
見
被　
仰
付
、
御
酒
頂
戴
被　
仰
付
候
、
　
同
五
壬
子
年
閏
二
月
廿
七
日
八
十
七
才
ニ
而
　
御
奉
行
様
御
役
宅
江
罷
出
　
御
目
見
被　
仰
付
、
青
銅
五
百
文
被
下
置
頂
戴
仕
候
、
　
御
屋
形
様
御
帰
城
被　
遊
候
御
跡
ニ
而
御
奉
行
様
御
座
敷
ニ
而
二
一
三
『
舩
大
工
町
中
由
緒
書
』
　
御
逢
被
成
下
置
、
御
酒
御
肴
御
吸
物
御
膳
部
被　
仰
付
、
　
御
目
通
ニ
而
頂
戴
仕
候
、
惣
而
　
嘉
永
五
壬
子
八
月
八
日
八
十
七
才
ニ
而
死
去
仕
候
、
一
私
儀
　
天
保
八
丁
酉
年
相
続
仕
、
　
同
九
戊
戌
年
火
消
小
頭
役
被　
仰
付
、
　
同
拾
壱
庚
子
年
丁
頭
順
席
被　
仰
付
、
　
弘
化
三
丙
午
年
丁
頭
役
被　
仰
付
候
、
　
当
寅
年
迠
十九D
ヶ
年
相
勤
、
当
寅
五
十
九
歳
ニ
罷
成
申
候
、
　
　
　
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
永
七
甲
寅
年
閏
七
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
市
原
屋 
兵 
衛
一
安
政
二
乙
卯
年
三
月
廿
一
日
、
近
来
足
病
難
儀
ニ
而
丁
頭
役
難
相
　
勤
候
間
、
御
役
方
御
免
被
成
下
度
旨
願
出
候
処
、
願
之
通
御
免
　
被
成
下
、
是
迠
貞
実
相
勤
候
趣
ヲ
以
御
目
録
銀
札
弐
両
被
下
置
　
候
、
一
天
保
八
酉
年
ゟ
安
政
二
乙
卯
年
迠
二
十
年
相
勤
候
処
、
病
気
罷
　
在
、
八
月
廿
三
日
忰
定
治
へ
跡
相
続
願
出
致
死
去
候
、
当
夘
六
　
十
歳
迠
相
勤
候
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
市
原
屋　
　
治
　
私
儀
父
新
兵
衛
及
末
期
願
上
候
通
跡
相
続
、
安
政
二
夘
年
八
月
　
晦
日
被　
仰
付
候
、
　
安
政
六
未
年
貞
実
相
勤
候
ニ
付
、
火
消
小
頭
格
被
申
付
候
、
　
文
久
二
壬
戌
年
右
先
祖
已
来
代
々
実
子
致
相
続
家
筋
之
者
ニ
候
　
趣
、
且
平
日
心
得
方
も
宜
、
去
愁
悪
病
流
行
之
節
養
理
合
相
弁
　
対
病
家
実
意
之
養
も
有
之
趣
相
聞
、
志
奇
特
之
事
ニ
而
、
依
之
　
格
別
之
御
吟
味
合
に
て
町
頭
格
申
付
候
、
　
元
治
二
乙
丑
年
、
右
年
数
貞
実
相
勤
家
筋
之
者
ニ
付
、
丁
頭
本
　
役
申
付
候
、
相
役
申
合
念
入
可
相
勤
候
、
　
　
　
　
由
緒
書
一
私
先
祖
玉
置
庄
左
衛
門
、
生
国
紀
州
賀（加
太
）田
浦
ゟ
元
和
年
中
浄
満
　
寺
開
山
同
伴
仕
　
御
当
国
江
罷
越
、
浄
満
寺
檀
家
ニ
御
座
候
而
御
丁
内
江
代
々
住
　
居
仕
候
、
　
右
先
祖
庄
左
衛
門
二
男
庄
左
衛
門
召
連
、
　
元
和
九
癸
亥
年
私
方
江
引
移
申
候
、
　
万
治
三
庚
子
年
庄
左
衛
門
江
相
続
御
願
申
上
、
死
去
仕
候
、
一
二
代
目　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
舩
大
工
左
衛
門
　
万
治
三
庚
子
年
相
続
仕
候
、
二
一
四
　
延
宝
六
戊
午
年
倅
七
右
衛
門
江
相
続
御
願
申
上
隠
居
仕
候
、
　
万
治
三
庚
子
年
ゟ
延
宝
六
戊
午
年
迠
十
九
ヶ
年
相
勤
申
候
、
一
三
代
目　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
右
衛
門
　
延
宝
六
戊
午
年
相
続
仕
候
、
　
元
禄
元
戊
辰
年
迠
拾
壱
ヶ
年
相
勤
申
候
、
一
四
代
目　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
左
衛
門
　
元
禄
元
戊
辰
年
相
続
仕
候
、
　
同
年
丁
頭
役
被　
仰
付
候
、
　
宝
永
七
庚
寅
年
迠
弐
拾
三
ヶ
年
相
勤
申
候
一
五
代
目　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
左
衛
門
　
宝
永
七
庚
寅
年
相
続
仕
候
、
　
正
徳
元
辛
夘
年
丁
頭
役
被　
仰
付
候
、
　
延
享
四
丁
夘
年
迠
三
拾
八
ヶ
年
相
勤
申
候
、
一
六
代
目　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権 
兵 
衛
　
延
享
四
丁
夘
年
相
続
仕
候
、
　
宝
暦
元
辛
未
年
丁
頭
役
被　
仰
付
候
、
　
同
宝
暦
年
中
御
鰯
舩
御
造
立
御
用
被　
仰
付
相
勤
候
ニ
付
、
御
　
目
録
被
下
置
候
、
　
安
永
三
甲
午
年
老
年
ニ
罷
成
候
ニ
付
、
依
願
御
役
方
御
免
被
成
　
下
、
御
目
録
被
下
置
候
、
　
天
明
四
甲
辰
年
御
手
舩
緑
丸
御
造
替
御
用
被　
仰
付
候
、
老
年
　
ニ
罷
成
名
元
九
助
与
改
名
仕
候
、
　
天
明
四
甲
辰
年
迠
三
拾
八
ヶ
年
相
勤
申
候
、
一
七
代
目　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸　
　
七
　
天
明
四
甲
辰
年
相
続
仕
候
、
　
寛
政
元
己
酉
年
丁
頭
役
被　
仰
付
候
、
　
同
十
一
己
未
年
弟
実
子
九
兵
衛
儀
扣
家
江
別
宅
為
仕
、
本
人
ニ
　
相
立
申
候
、
　
文
化
元
甲
子
年
御
手
舩
金
毘
羅
丸
御
造
替
、
　
文
政
元
戊
寅
年
迠
三
十
五
ヶ
年
相
勤
申
候
、
一
八
代
目　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸　
　
七
　
文
政
元
戊
寅
年
相
続
仕
候
、
　
同
弐
己
夘
年
火
消
小
頭
役
被　
仰
付
候
、
此
年
ゟ
右
之
役
方
初
　
而
被　
仰
付
候
、
　
同
三
庚
辰
年
御
手
舩
金
毘
羅
丸
御
造
作
御
用
被　
仰
付
相
勤
申
　
候
ニ
付
、
御
目
録
被
下
置
候
、
　
同
七
甲
申
年
御
手
舩
明
神
丸
御
造
作
御
用
被　
仰
付
相
勤
申
候
　
ニ
付
、
御
目
録
被
下
置
候
、
　
天
保
元
戊
寅
年
丁
頭
役
被　
仰
付
候
、
　
同
七
丙
申
年
御
手
舩
飛
燕
丸
御
造
替
御
用
被　
仰
付
相
勤
候
ニ
　
付
、
御
目
録
被
下
置
候
、
　
同
八
丁
酉
年
非
常
之
時
節
柄
ニ
付
成
上
ヶ
仕
候
ニ
付
為　
御
賞
二
一
五
『
舩
大
工
町
中
由
緒
書
』
　
木
綿
壱
端
被
下
置
候
、
　
同
拾
己
亥
年
御
手
舩
金
毘
羅
丸
御
造
替
御
用
被　
仰
付
相
勤
候
　
ニ
付
、
御
目
録
被
下
置
候
、
　
御
大
工
喜
多
之
丞
殿
業
方
修
行
世
話
仕
候
ニ
付
、
御
目
録
俵
子
　
壱
俵
被
下
置
候
、
　
天
保
十
己
亥
年
丁
頭
役
年
数
出
精
相
勤
候
趣
ヲ
以
家
名
書
下
シ
　
御
免
被
成
下
候
、
　
同
十
四
癸
夘
年
二
男
雅
次
郎
儀
扣
家
江
別
宅
為
仕
、
本
人
ニ
相
　
立
申
候
、
　
弘
化
元
甲
辰
年
御
手
舩
天
龍
丸
御
造
立
御
用
被　
仰
付
相
勤
候
　
ニ
付
、
御
目
録
被
下
置
候
、
　
同
二
乙
巳
年
老
年
ニ
罷
成
候
ニ
付
御
願
申
上
、
丁
頭
役
御
免
被
　
成
下
候
、
其
節
御
目
録
被
下
置
候
、
　
文
政
元
戊
寅
年
ゟ
弘
化
二
乙
巳
年
迠
弐
拾
八
ヶ
年
相
勤
申
候
、
一
私
儀
　
弘
化
二
乙
巳
年
相
続
仕
候
、
其
節
火
消
小
頭
役
被　
仰
付
候
、
　
同
三
丙
午
年
足
病
ニ
付
御
願
申
上
、
火
消
小
頭
役
御
免
被
成
下
　
候
、
其
節
丁
頭
順
席
被　
仰
付
候
、
　
嘉
永
元
戊
申
年
御
手
舩
飛
燕
丸
・
金
毘
羅
丸
上
廻
り
下
包
ニ
御
　
造
作
被　
仰
付
候
節
、
　
御
目
録
被
下
置
候
、
　
同
三
庚
戌
年
御
舩
手
出
火
之
節
御
目
録
被
下
置
候
、
　
同
年
丁
頭
役
被　
仰
付
候
、
　
同
年
御
手
舩
天
龍
丸
御
造
替
御
用
被　
仰
付
相
勤
候
ニ
付
、
御
　
目
録
金
壱
両
被
下
置
候
、
　
同
四
辛
亥
年
御
手
舩
金
毘
羅
丸
上
廻
り
御
造
作
御
用
被　
仰
付
　
候
節
、
御
目
録
被
下
置
候
、
　
同
六
癸
丑
年
平
日
心
得
方
宜
敷
、
別
而
役
方
存
入
厚
実
意
ニ
世
　
話
行
届
、
格
別
一
同
之
為
筋
ニ
茂
相
成
、
其
上
家
業
を
も
相
励
　
候
趣
相
聞
一
段
之
事
ニ
候
、
依
之
木
綿
壱
端
御
目
録
之
通
被
下
　
置
候
、
　
弘
化
二
乙
巳
年
ゟ
当
寅
迠
拾
ヶ
年
相
勤
、
当
寅
四
拾
五
歳
ニ
罷
　
成
申
候
、
　
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
嘉
永
七
甲
寅
閏
七
月　
　
　
舩
大
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権 
兵 
衛
　
安
政
四
巳
年
旧
家
ニ
而
代
々
丁
頭
役
全
相
勤
候
ニ
付
、
家
名
書
　
下
し
御
免
被
成
下
候
、
　
同
年
御
手
舩
飛
燕
丸
御
造
替
御
用
被　
仰
付
候
、
　
安
政
七
庚
申
年
御
奉
願
上
、
江
戸
御
屋
敷
御
普
請
ニ
付
差
上
銀
　
致
候
也
、
三
月
廿
七
日
御
酒
被
下
置
候
、
　
文
久
四
子
年
丁
頭
役
年
数
出
精
相
勤
候
趣
相
聞
候
ニ
而
、
為
御
二
一
六
　
褒
美
苗
字
被
成
御
免
候
、
　
弘
化
二
乙
巳
年
ゟ
元
治
二
乙
丑
年
迠
弐
拾
壱
ヶ
年
相
勤
申
候
処
、
　
病
気
相
在
、
三
月
十
二
日
倅
幸
吉
乞
跡
相
続
願
置
致
死
去
候
、
　
当
丑
五
拾
六
才
迠
相
勤
申
候
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舩
大
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸　
　
吉
　
私
儀
文
久
二
乙
丑
三
月
廿
日
父
権
兵
衛
及
末
期
願
上
候
通
跡
相
　
続
、
火
消
小
頭
役
被　
仰
付
候
、
　
慶
応
二
丙
寅
年
十
二
月
廿
二
日
貞
実
相
勤
候
所
、
窮
民
為
救
銀
　
札
壱
貫
五
百
目
致
出
銀
候
趣
ニ
付
、
格
別
之
以
御
吟
味
合
丁
頭
　
格
被
仰
付
候
㕝
、
　
同
三
夘
年
五
月
御
時
體
柄
恐
察
仕
、
銀
札
四
貫
目
献
金
仕
候
間
、
　
苗
字
御
免
被
成
下
候
事
、
　
　
　
　
由
緒
書
一
私
儀
　
天
保
十
四
癸
夘
年
舩
大
工
権
兵
衛
内
ゟ
別
宅
仕
候
、
其
節
親
幸
　
七
ゟ
譲
り
受
御
舩
手
御
買
入　
御
用
聴
被　
仰
付
、
当
年
迠
拾
　
弐
ヶ
年
相
勤
罷
在
候
、
　
嘉
永
元
戊
申
年
火
消
小
頭
役
被　
仰
付
候
、
　
同
六
癸
丑
年
平
日
心
得
方
宜
敷
丁
内
一
同
之
世
話
行
届
候
趣
ヲ
　
以
丁
頭
格
被　
仰
付
候
、
　
天
保
十
四
癸
夘
年
ゟ
　
嘉
永
七
甲
寅
年
迠
拾
弐
ヶ
年
相
勤
、
当
寅
三
十
九
歳
ニ
罷
成
申
　
候
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
　
嘉
永
七
甲
寅
閏
七
月　
紀
伊
国
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雅 
治 
郎
　
安
政
二
乙
卯
年
五
月
十
一
日
貞
実
相
勤
候
趣
ヲ
以
丁
頭
役
被
　
仰
付
候
、
　
同
年
十
月
廿
二
日
去
冬
災
変
ニ
付
丁
中
格
別
致
難
渋
候
者
へ
為
　
救
致
出
米
、
其
上
平
日
丁
用
等
実
意
ニ
世
話
行
届
候
ヲ
以
御
酒
　
被
下
置
候
、
　
同
四
丁
巳
年
十
一
月
十
一
日
丁
内
世
話
行
届
、
且
又
為
舩（
マ
マ
）
御
手
　
海
縁
丸
引
受
致
世
話
候
、
取
計
向
実
意
ニ
行
届
候
趣
ヲ
以
家
名
　
被
書
下
シ
御
免
被
成
下
候
、
　
安
政
七
庚
申
年
御
所
務
上
江
戸
御
屋
敷
宜
可
被
仰
下
候
付
差
上
　
銀
致
候
付
御
酒
被
下
候
、
　
元
治
二
乙
丑
三
月
御
国
恩
為
冥
加
金
銀
札
差
上
、
志
奇
特
候
事
　
ニ
而
苗
字
御
免
被
成
下
候
、
格
別
候
故
御
吟
味
合
を
以
　
御
目
見
被
仰
付
候
、
二
一
七
『
舩
大
工
町
中
由
緒
書
』
　
　
｢
）
（
（
貼
紙
慶
応
二
丙
寅
十
二
月
廿
二
日
年
数
丁
頭
役
出
精
相
勤
、
　
　

丁
用
努
届
且
亦
度
々
窮
民
相
救
、
当
秋
銀
札
拾
貫
目
　
　

致
出
銀
困
窮
者
相
救
候
ニ
付
、
格
別
之
以
御
吟
味
合
ヲ
　
　

御
紋
付
御
上
下
拝
領
并
五
品
衣
服
御
免
被
仰
付
候
㕝｣
　
　
｢
　
横
紙
）
（
（
貼
紙
慶
応
三
丁
夘
□
月
父
雅
治
郎
承
是
迠
度
々
致
米
上
銀
等
、
　
　

去
冬
丁
内
困
窮
者
為
救
多
分
之
致
出
銀
、
志
奇
特
之
趣
ヲ
　
　

以
倅
徳
太
郎
江
町
頭
格
被
仰
付
候
事
、
　
　

同
年
五
月
御
時
體
柄
恐
察
仕
銀
札
四
貫
目
承
置
仕
候
間
、
倅
徳
　
　

太
郎
江
苗
字
御
免
被
仰
下
候
事
、　　
　
　
　
　
　
　
　
｣
　
　
　
　
由
緒
書
一
私
儀
　
天
保
二
辛
夘
年
市
原
屋
新
兵
衛
内
ゟ
別
宅
仕
候
、
　
弘
化
三
丙
午
年
火
消
小
頭
役
筆
頭
被　
仰
付
候
、
　
嘉
永
元
戊
申
年
火
消
小
頭
筆
頭
役
　
御
免
被　
仰
付
候
、
　
同
二
己
酉
年
火
消
小
頭
帰
役
被　
仰
付
候
、
　
天
保
二
辛
夘
年
ゟ
当
　
嘉
永
七
甲
寅
年
迠
二
十
四
ヶ
年
相
勤
、
当
寅
五
十
四
歳
ニ
罷
成
　
申
候
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
嘉
永
七
甲
寅
閏
七
月　
市
原
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理 
兵 
衛
　
安
政
四
巳
年
火
消
小
頭
年
数
出
精
相
勤
候
趣
ニ
付
、
丁
頭
格
ニ
　
被
成
下
、
火
消
小
頭
御
免
、
　
元
治
二
乙
丑
年
右
年
数
貞
実
相
勤
候
ニ
而
丁
頭
順
席
申
附
候
、
　
　
　
　
由
緒
書
一
私
先
祖
油
屋
太
郎
兵
衛
　
寛
文
年
中
御
町
ゟ
当
御
丁
内
江
引
越
居
住
仕
候
、
　
宝
永
元
甲
申
年
迠
相
勤
仕
候
、
一
二
代
目　
　
　
　
　
庄
兵
衛
　
宝
永
元
甲
申
年
相
続
仕
候
、
　
寛
延
三
庚
午
年
迠
四
拾
七
ヶ
年
相
勤
申
候
、
一
三
代
目　
　
　
　
　
権
六　
舩
大
工
九
左
衛
門
二
男
　
寛
延
三
庚
午
年
相
続
仕
候
、
　
安
永
元
壬
辰
年
丁
頭
役
被　
仰
付
候
、
　
同
二
癸
巳
年
南
側
濱
手
屋
敷
江
引
移
申
候
、
　
天
明
七
丁
未
年
丁
頭
役
相
勤
候
ニ
付
御
目
録
被
下
置
候
、
　
寛
政
三
辛
亥
年
迠
四
十
二
ヶ
年
相
勤
申
候
、
一
四
代
目　
　
　
　
　
権　
六
　
寛
政
三
辛
亥
年
相
続
仕
候
、
二
一
八
　
文
化
九
壬
申
年
御
手
舩
和
霊
丸
御
造
替
御
用
被　
仰
付
相
勤
候
ニ
　
付
、
御
目
録
被
下
置
候
、
　
文
政
二
己
夘
年
火
消
小
頭
役
被　
仰
付
候
、
此
年
ゟ
右
之
役
方
　
初
而
被　
仰
付
候
、
　
同
三
庚
辰
年
御
手
舩
金
毘
羅
丸
御
造
作
御
用
被　
仰
付
相
勤
候
　
ニ
付
、
御
目
録
被
下
置
候
、
　
文
政
六
癸
未
年
丁
頭
役
被　
仰
付
候
、
　
同
七
甲
申
年
御
手
舩
明
神
丸
御
造
作
御
用
被
仰
付
相
勤
候
ニ
付
、
　
御
目
録
被
下
置
候
、
　
天
保
七
丙
申
年
御
手
舩
飛
燕
丸
御
造
替
御
用
被　
仰
付
相
勤
候
　
ニ
付
、
御
目
録
被
下
置
候
、
　
同
八
丁
酉
年
非
常
之
時
節
柄
ニ
付
成
上
ケ
仕
候
間
、
為
御
賞
木
　
綿
壱
端
被
下
置
候
、
　
同
拾
乙
亥
年
御
手
舩
金
毘
羅
丸
御
造
替
御
用
相
勤
申
候
ニ
付
、
　
御
目
録
被　
下
置
候
、
　
同
十
三
壬
寅
年
家
名
書
下
シ　
御
免
被
成
下
候
、
　
弘
化
元
甲
辰
年
御
手
舩
天
龍
丸
御
造
立
御
用
相
勤
申
候
ニ
付
、
　
御
目
録
被　
下
置
候
、
　
同
四
丁
未
年
養
子
権
六
江
相
続
御
願
申
上
候
、
　
其
節
丁
頭
役
二
十
五
ヶ
年
相
勤
退
役
御
願
申
上
候
ニ
付
、
御
目
録
　
被
下
置
候
、
　
寛
政
三
辛
亥
年
ゟ
　
弘
化
四
丁
未
年
迠
五
十
七
ヶ
年
相
勤
、
名
元
庄
兵
衛
与
改
名
仕
　
候
、
一
五
代
目　
　
　
　
　
権
六　
舩
大
工
幸
七
二
男
　
弘
化
二
己
巳
年
火
消
小
頭
役
被　
仰
付
候
、
　
同
四
丁
未
年
相
続
仕
候
、
　
嘉
永
二
己
酉
年
丁
頭
役
被　
仰
付
候
、
　
同
三
庚
戌
年
迠
四
ヶ
年
相
勤
申
候
、
一
私
儀　
　
　
　
　
四
代
目
権
六
倅
　
嘉
永
三
庚
戌
年
相
続
仕
候
、
　
同
年
御
手
舩
天
龍
丸
御
造
替
御
用
相
勤
申
候
ニ
付
、
御
目
録
被
　
下
置
候
、
　
同
四
辛
亥
年
火
消
小
頭
順
席
被　
仰
付
候
、
　
嘉
永
三
庚
戌
年
ゟ
当
寅
年
迠
五
ヶ
年
相
勤
、
当
寅
二
十
七
歳
ニ
　
罷
成
申
候
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
　
嘉
永
七
甲
寅
閏
七
月　
舩
大
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権　
　
六
　
安
政
二
乙
卯
年
五
月
十
一
日
貞
実
相
勤
候
ヲ
以
火
消
小
頭
本
役
　
被　
仰
付
候
、
　
同
四
年
御
手
舩
飛
燕
丸
御
造
替
御
用
被　
仰
付
候
、
二
一
九
『
舩
大
工
町
中
由
緒
書
』
　
同
六
未
年
貞
実
相
勤
候
付
丁
頭
格
被
申
付
候
、
　
同
七
庚
申
年
差
上
銀
致
候
付
、
御
酒
被
下
候
、
　
　
　
　
由
緒
書
一
私
父
舩
大
工
九
兵
衛
儀
、
舩
大
工
権
兵
衛
先
祖
　
玉
置
庄
左
衛
門
　
六
代
目
九
助
倅
　
寛
政
十
一
己
未
年
控
家
江
別
宅
仕
候
、
　
同
年
丁
頭
助
役
被　
仰
付
候
、
　
文
化
五
戊
辰
年
丁
頭
役
被　
仰
付
候
、
　
文
政
六
庚
未
年
迠
十
六
ヶ
年
相
勤
、
老
年
ニ
罷
成
候
ニ
付
、
退
役
　
御
願
申
上
候
処
、
願
之
通
　
御
免
被
成
下
、
年
数
全
相
勤
候
趣
ヲ
以
御
目
録
銀
壱
枚
被
下
置
候
、
　
天
保
十
己
亥
年
迠
四
十
壱
ヶ
年
相
勤
申
候
、
一
私
儀
　
天
保
十
己
亥
年
相
続
仕
候
、
　
嘉
永
六
癸
丑
年
年
数
相
勤
、
近
来
心
得
方
宜
相
聞
候
趣
ヲ
以
火
　
消
小
頭
格
被　
仰
付
候
、
　
天
保
十
己
亥
年
ゟ
当
寅
年
迠
十
六
ヶ
年
相
勤
、
当
寅
五
拾
六
歳
　
ニ
罷
成
申
候
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
嘉
永
七
甲
寅
閏
七
月　
舩
大
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九 
兵 
衛
　
　
　
　
由
緒
書
一
私
父
鍛
冶
彦
兵
衛
裡
町
弐
丁
目
彦
兵
衛
倅
　
寛
政
元
己
酉
年
ゟ
御
丁
内
江
住
居
仕
候
、
　
同
三
辛
亥
年
鍛
冶
平
兵
衛
扣
家
相
求
、
本
人
ニ
相
立
候
処
、
　
御
舩
鉄
釘
御
用
聴
被　
仰
付
候
、
　
文
化
七
庚
午
年
迠
二
十
二
ヶ
年
相
勤
申
候
、
一
私
儀
三
崎
浦
善
作
弟
　
文
化
七
庚
午
年
相
続
仕
候
、
　
嘉
永
四
辛
亥
年
火
消
小
頭
順
席
被　
仰
付
候
、
　
文
化
七
午
年
ゟ
当
寅
年
迠
四
拾
五
ヶ
年
相
勤
、
当
寅
七
拾
歳
ニ
　
罷
成
申
候
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
嘉
永
七
甲
寅
閏
七
月　
　
彦
鍛
冶
 
兵 
衛
　
　
　
　
由
緒
書
一
私
父
舩
大
工
利
助
大
浦
源
助
倅
　
安
永
四
乙
未
年
舩
大
工
権
六
弟
子
ニ
罷
在
候
処
、
年
数
相
勤
申
二
二
〇
　
候
ニ
付
、
権
六
元
家
相
続
仕
、
本
人
ニ
相
立
申
候
、
　
文
政
七
甲
申
年
迠
五
十
ヶ
年
相
勤
申
候
、
御
願
申
上
養
子
喜
惣
　
治
江
相
続
仕
候
、
一
私
儀
三
崎
浦
利
兵
衛
倅
　
文
政
七
甲
申
年
相
続
仕
候
、
　
嘉
永
二
己
酉
年
火
消
小
頭
順
席
被　
仰
付
候
、
　
文
政
七
甲
申
年
ゟ
当
寅
年
迠
三
十
壱
ヶ
年
相
勤
、
当
寅
七
拾
三
　
歳
ニ
罷
成
申
候
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
嘉
永
七
甲
寅
閏
七
月　
舩
大
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜 
惣 
治
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
舩
大
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利　
　
助
　
安
政
■（マ
マ
）■
年
父
喜
惣
治
及
老
年
利
助
相
続
　
慶
応
三
丁
卯
年
五
月
御
時
體
柄
恐
察
仕
、
銀
札
壱
貫
五
百
目
献
　
金
仕
候
付
、
御
家
名
書
下
し
御
免
被
成
下
候
、
　
　
　
　
由
緒
書
一
私
父
舩
大
工
藤
七
藤
江
浦
分
七
倅
舩
大
工
権
兵
衛
弟
子
ニ
罷
在
　
安
永
六
丁
酉
年
ゟ
御
丁
内
江
住
居
仕
候
、
　
享
和
元
辛
酉
年
舩
大
工
新
左
衛
門
居
宅
相
求
、
本
人
ニ
相
立
申
　
候
、
　
文
政
十
丁
亥
年
迠
五
十
壱
ヶ
年
相
勤
申
候
、
一
私
儀
　
文
政
十
丁
亥
年
相
続
仕
候
、
　
弘
化
二
乙
巳
年
火
消
小
頭
役
被　
仰
付
候
、
　
嘉
永
四
辛
亥
年
御
願
申
上
退
役
仕
候
、
　
文
政
十
丁
亥
年
ゟ
当
寅
年
迠
二
十
八
ヶ
年
相
勤
、
当
寅
五
十
壱
　
歳
ニ
罷
成
申
候
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
嘉
永
七
甲
寅
閏
七
月　
舩
大
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八 
十 
松
　
　
　
　
由
緒
書
一
私
祖
父
塩
屋
源
蔵
御
籏
組
與
平
治
倅
　
寛
政
八
丙
辰
年
御
丁
内
江
罷
越
、
舩
大
工
亀
十
郞
借
家
ニ
罷
　
在
候
処
、
　
同
年
ニ
右
家
屋
敷
相
求
、
本
人
ニ
相
成
申
候
、
　
文
政
六
癸
未
年
養
子
源
蔵
江
相
続
御
願
申
上
候
、
　
寛
政
八
丙
辰
年
ゟ
　
文
政
八
癸
未
年
迠
二
十
八
ヶ
年
相
勤
申
候
、
一
父
源
蔵
穴
井
浦
嘉
兵
衛
倅
二
二
一
『
舩
大
工
町
中
由
緒
書
』
　
文
政
六
癸
未
年
相
続
仕
候
、
　
同
年
ニ
家
名
書
下
　
御
免
被
成
下
、
丁
頭
格
被　
仰
付
候
、
　
天
保
九
戊
戌
年
迠
拾
六
ヶ
年
相
勤
申
候
、
一
兄
源
蔵
　
天
保
九
戊
戌
年
相
続
仕
候
、
　
弘
化
元
甲
辰
年
弟
長
之
助
扣
家
江
別
宅
為
仕
、
本
人
ニ
相
立
申
　
候
、
　
同
四
丁
未
年
丁
頭
役
被　
仰
付
候
、
　
天
保
九
戊
戌
年
ゟ
　
嘉
永
弐
己
酉
年
迠
拾
弐
ヶ
年
相
勤
申
候
、
　
同
年
丁
頭
役
退
役
仕
、
御
願
申
上
恵
美
須
町
江
引
越
参
り
申
候
、
一
私
儀
　
弘
化
元
甲
辰
年
扣
家
本
人
ゟ
本
家
江
罷
帰
り
候
、
　
嘉
永
弐
己
酉
年
右
扣
家
御
願
申
上
甥
弁
治
郎
江
相
譲
り
申
候
、
　
同
四
辛
亥
年
火
消
小
頭
役
被　
仰
付
候
、
　
弘
化
元
甲
辰
年
扣
家
相
続
仕
候
、
已
来
嘉
永
六
癸
丑
年
迠
拾
ヶ
　
年
相
勤
、
同
年
三
十
四
ニ
而
病
死
仕
候
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
嘉
永
七
甲
寅
閏
七
月　
塩
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源　
　
助
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い　
　
し
一
嘉
永
七
甲
寅
年
十
月
十
四
日
塩
屋
重
蔵
弟
和
三
郎
依
願
本
人
ニ
　
相
立
候
、
　
慶
応
二
丙
寅
年
為
救
窮
民
銀
札
壱
貫
五
百
目
致
出
銀
候
趣
ヲ
以
　
家
名
書
下
シ
御
免
被　
仰
付
候
㕝
、
　
　
　
　
由
緒
書
一
私
父
舩
大
工
和
助
日
振
島
甚
七
倅
　
安
永
六
丁
酉
年
舩
大
工
権
兵
衛
弟
子
ニ
付
、
右
内
ゟ
扣
家
江
別
　
宅
仕
候
、
　
天
保
十
己
亥
年
迠
六
十
三
ヶ
年
相
勤
、
倅
鉄
之
助
江
御
願
申
上
　
相
続
為
仕
候
、
一
私
儀
　
天
保
十
己
亥
年
相
続
仕
、
　
嘉
永
七
甲
寅
年
ゟ
十
六
ヶ
年
相
勤
、
当
寅
四
拾
九
歳
ニ
罷
成
申
　
候
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
嘉
永
七
甲
寅
閏
七
月　
舩
大
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉄 
之 
助
二
二
二
　
　
　
　
由
緒
書
一
私
先
祖
舩
大
工
長
右
衛
門
舩
大
工
長
兵
衛
二
男
　
文
化
二
乙
丑
年
長
兵
衛
扣
家
江
別
宅
仕
候
、
　
同
十
癸
酉
年
迠
九
ヶ
年
相
勤
申
候
、
一
二
代
目　
寅
之
助
長
右
衛
門
倅
　
文
化
十
癸
酉
年
相
続
仕
候
、
　
天
保
九
戊
戌
年
ゟ
二
十
六
ヶ
年
相
勤
申
候
、
一
私
儀
舩
大
工
長
兵
衛
二
男
　
天
保
九
戊
戌
年
相
続
仕
、
当
寅
年
迠
拾
七
ヶ
年
相
勤
、
当
寅
三
　
十
七
歳
ニ
罷
成
申
候
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
嘉
永
七
甲
寅
閏
七
月　
紀
伊
国
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五 
兵 
衛
　
安
政
四
年
平
日
心
得
方
宜
趣
ヲ
以
火
消
小
頭
被　
仰
付
候
、
　
　
　
　
由
緒
書
一
私
父
庄
兵
衛
　
文
化
五
戊
辰
年
松
山
三
津
浜
ゟ
　
御
当
国
江
罷
越
御
丁
内
舩
大
工
芳
右
衛
門
控
家
江
借
宅
仕
候
、
　
文
化
拾
四
丁
丑
年
迠
拾
ヶ
年
相
勤
申
候
、
一
私
儀　
高
山
浦
善
右
衛
門
倅
　
文
化
拾
五
戊
寅
年
相
続
仕
候
、
　
文
政
拾
二
己
丑
年
右
芳
右
衛
門
扣
家
相
求
、
本
人
ニ
相
立
申
候
、
　
文
化
十
五
寅
年
ゟ
当
寅
迠
三
拾
七
ヶ
年
相
勤
、
当
寅
六
拾
壱
歳
　
ニ
罷
成
申
候
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
嘉
永
七
甲
寅
閏
七
月　
来
嶋
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄　
　
助
　
嘉
永
七
甲
寅
年
八
月
十
一
日
年
数
実
貞
相
勤
候
ニ
付
、
火
消
小
　
頭
格
被　
仰
付
候
、
　
　
　
　
由
緒
書
一
私
儀
吉
田
裡
町
佐
野
市
之
進
倅
　
文
政
九
丙
戌
年
ゟ
御
丁
内
江
罷
越
、
小
倉
屋
久
吾
借
家
ニ
罷
在
　
候
処
、
　
天
保
五
甲
午
年
舩
大
工
九
兵
衛
扣
地
相
求
、
普
請
仕
引
移
り
本
　
人
ニ
相
立
申
候
、
　
文
政
九
丙
戌
年
ゟ
当
寅
年
迠
弐
拾
九
ヶ
年
相
勤
、
当
寅
六
拾
壱
　
歳
ニ
罷
成
申
候
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
嘉
永
七
甲
寅
閏
七
月　
佐
野
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉　
　
助
二
二
三
『
舩
大
工
町
中
由
緒
書
』
　
安
政
五
午
年
三
月
致
死
去
、
相
続
之
者
無
之
ニ
付
、
後
家
り
よ
　
当
分
本
人
ニ
相
立
、
　
　
　
　
由
緒
書
一
私
儀
塩
屋
源
蔵
三
男
　
天
保
十
四
癸
夘
年
堀
部
徳
之
丞
扣
家
相
求
置
　
弘
化
元
甲
辰
年
源
蔵
内
ゟ
別
宅
仕
、
本
人
ニ
相
立
申
候
、
　
当
寅
年
迠
十
壱
ヶ
年
相
勤
、
当
寅
三
十
三
歳
ニ
罷
成
申
候
、
以
　
上
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
嘉
永
七
甲
寅
閏
七
月　
塩
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長 
之 
助
　
安
政
四
年
平
日
心
得
方
宜
趣
ヲ
以
火
消
小
頭
被
仰
付
候
、
　
安
政
七
庚
申
年
差
上
銀
致
し
候
付
、
家
名
書
下
御
免
被
成
下
候
　
事
、
　
元
治
二
乙
丑
年
右
年
数
火
消
小
頭
役
貞
実
相
勤
候
ニ
付
丁
頭
格
　
申
付
、
　
慶
応
二
丙
寅
年
十
二
月
廿
二
日
丁
頭
格
出
精
相
勤
、
且
亦
為
救
　
窮
民
銀
札
五
貫
目
致
出
銀
候
趣
ニ
付
、
以
格
別
之
御
吟
味
合
苗
　
字
御
赦
免
被　
仰
付
候
㕝
、
　
　
　
　
由
緒
書
一
私
伯
父
正
木
亦
兵
衛
和
泉
屋
栄
助
二
男
　
文
政
三
己
夘
年
堺
屋
利
兵
衛
跡
家
屋
敷
相
求
、
御
丁
内
本
人
ニ
　
相
立
申
候
、
　
天
保
七
丙
申
年
松
丸
方
江
出
商
売
ニ
罷
在
候
処
、
延
野
々
村
百
　
姓
ニ
助
精
仕
候
ニ
付
御
賞
被
成
下
、
苗
字　
御
免
被
成
下
候
、
　
同
八
丁
酉
年
非
常
之
時
合
ニ
付
、
御
丁
内
極
難
渋
之
者
共
江
助
　
精
仕
候
ニ
付
為
御
賞
　
菱
木
綿
弐
端
被
下
置
候
、
　
同
年
法
華
津
屋
勘
助
跡
家
屋
敷
振
替
ニ
仕
候
、
　
同
十
五
甲
辰
年
迠
二
十
五
ヶ
年
相
勤
、
　
同
年
ニ
松
丸
方
江
罷
越
申
候
、
一
私
儀　
紀
伊
国
屋
幸
七
三
男
　
天
保
十
五
甲
辰
年
相
続
仕
候
、
　
当
寅
年
迠
十
壱
ヶ
年
相
勤
、
当
寅
三
拾
歳
ニ
罷
成
申
候
、
以
上
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
嘉
永
七
甲
寅
閏
七
月　
和
泉
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亦 
十 
郞
　
安
政
二
乙
夘
年　
松
丸
村
正
木
直
吉
幼
少
故
依
願
継
父
ニ
引
越
、
　
跡
番
代
舩
大
工
捨
兵
衛
二
男
栄
治
郎
為
相
勤
度
、
亦
十
郞
名
元
　
亦
兵
衛
与
改
名
致
候
事
、
二
二
四
　
　
　
　
由
緒
書
一
私
儀
　
天
保
三
壬
辰
年
御
丁
内
江
罷
越
、
舩
大
工
権
兵
衛
扣
家
江
借
宅
　
仕
候
、
　
弘
化
弐
乙
巳
年
川
端
新
地
相
求
普
請
仕
、
本
人
ニ
相
立
申
候
、
　
同
三
丙
午
年
父
傳
吉
本
町
弐
丁
目
住
人
ニ
罷
在
候
処
、
隠
居
仕
、
　
御
願
申
上
私
方
江
引
越
参
り
申
候
、
　
嘉
永
元
戊
申
年
九
十
才
ニ
罷
成
候
ニ
付
、
年
齢
御
祝
被
成
下
、
　
御
殿
御
内
庭
江
罷
出
　
御
目
見
被　
仰
付
、
木
綿
壱
反
被
下
置
候
、
　
天
保
三
壬
辰
年
ゟ
当
寅
年
迠
二
十
三
ヶ
年
相
勤
、
当
寅
十
八
才
　
ニ
罷
成
申
候
、
以
上
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
嘉
永
七
甲
寅
閏
七
月　
米
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

傳　
　
吉
　
安
政
七
庚
申
年
差
上
銀
致
候
付
御
酒
被
下
置
候
事
、
　
慶
応
二
丙
寅
年
十
二
月
廿
二
日
為
救
窮
民
銀
札
壱
貫
目
致
出
銀
　
候
趣
ニ
而
、
火
消
小
頭
退
席
被　
仰
付
候
㕝
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
屋
一
二
代
目　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

傳　
　
吉
〈
原
文
記
載
ナ
シ
〉
　
　
　
　
由
緒
書
一
私
先
祖
小
倉
屋
平
兵
衛
吉
田
御
組
小
頭
喜
兵
衛
伜
　
天
明
三
癸
夘
年
御
丁
内
江
罷
越
住
居
仕
候
、
　
文
化
十
四
丁
丑
年
迠
三
十
五
ヶ
年
相
勤
申
候
、
一
二
代
目　
　
　
與
六　
日
振
島
山
三
郎
忰
　
文
化
十
四
丁
丑
年
相
続
仕
候
、
　
文
政
十
二
己
丑
年
迠
十
三
ヶ
年
相
勤
、
御
願
申
上
退
身
仕
候
、
一
三
代
目　
　
　
久
吾　
恵
美
須
町
大
兵
衛
忰
　
文
政
十
弐
己
丑
年
相
続
仕
候
、
　
天
保
十
壱
庚
子
年
迠
拾
弐
ヶ
年
相
勤
、
退
身
仕
候
、
一
四
代
目　
　
　
兼
松　
舩
大
工
善
助
二
男
　
天
保
十
壱
庚
子
年
相
続
仕
候
、
　
弘
化
弐
乙
巳
年
迠
六
ヶ
年
相
勤
申
候
、
一
私
儀
奥
浦
長
八
倅
　
弘
化
二
乙
巳
年
相
続
仕
、
当
寅
年
迠
拾
ヶ
年
相
勤
、
当
寅
四
拾
　
九
歳
ニ
罷
成
申
候
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
嘉
永
七
甲
寅
閏
七
月　
小
倉
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定 
兵 
衛
　
安
政
四
巳
年
養
子
元
之
助
江
相
続
ニ
相
成
、
二
二
五
『
舩
大
工
町
中
由
緒
書
』
　
　
　
　
由
緒
書
一
私
祖
父
圓
之
丞
高
串
村
甚
八
忰
　
文
化
十
二
乙
亥
年
ゟ
御
丁
内
江
住
居
仕
、
樽
屋
職
仕
候
ニ
付
、
御
　
舩
御
用
聴
被　
仰
付
相
勤
申
候
、
　
天
保
九
戊
戌
年
舩
大
工
傳
吾
家
屋
敷
相
求
、
本
人
ニ
相
立
申
候
、
　
弘
化
三
丙
午
年
迠
三
十
二
ヶ
年
相
勤
、
御
願
申
上
、
忰
夘
助
へ
　
相
続
為
仕
隠
居
仕
候
、
一
二
代
目　
　
夘　
助
　
弘
化
三
丙
午
年
相
続
仕
、
当
寅
年
迠
九
ヶ
年
相
勤
罷
在
候
処
、
　
当
寅
四
月
倅
夘
吉
江
相
続
御
願
申
上
、
死
去
仕
候
、
一
私
儀
　
嘉
永
七
甲
寅
年
相
続
仕
、
当
寅
拾
弐
歳
ニ
罷
成
申
候
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
嘉
永
七
甲
寅
閏
七
月　
樽　
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

卯　
　
吉
　
　
　
　
由
緒
書
一
私
先
祖
舩
大
工
甚
右
衛
門
此
者
出
所
調
合
仕
候
処
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聢
与
相
分
り
不
申
候
、
　
寛
文
年
中
ゟ
御
丁
内
江
住
居
仕
候
、
　
延
宝
六
戊
午
年
迠
相
勤
申
候
、
一
二
代
目
舩
大
工
九
左
衛
門
弟
子
　
　
　
　
　
　
久
三
郎　
甚
右
衛
門
忰
　
延
宝
六
戊
午
年
相
続
仕
候
、
　
享
保
五
庚
子
年
迠
四
十
三
ヶ
年
相
勤
申
候
、
一
三
代
目
舩
大
工
九
左
衛
門
弟
子
　
　
　
　
　
　
　
甚
右
衛
門　
久
三
郎
忰
　
享
保
五
庚
子
年
相
続
仕
候
、
　
明
和
元
甲
申
年
迠
四
十
五
ヶ
年
相
勤
申
候
、
一
四
代
目　
　
　
　
　
　
清
蔵
吉
田
御
舩
手
源
七
忰
　
同
年
甚
右
衛
門
跡
相
続
之
者
無
御
座
候
ニ
付
、
前
々
之
弟
子
ニ
　
御
座
候
間
、
舩
大
工
権
兵
衛
右
甚
右
衛
門
家
屋
敷
調
置
弟
子
清
　
蔵
江
別
宅
為
致
、
本
人
ニ
相
立
申
候
、
　
文
化
七
庚
午
年
迠
四
十
四
ヶ
年
相
勤
申
候
、
一
五
代
目　
　
　
　
清
右
衛
門
　
文
化
七
庚
午
年
相
続
仕
候
、
　
天
保
二
辛
夘
年
迠
弐
拾
二
ヶ
年
相
勤
申
候
、
　
同
年
ゟ
　
弘
化
四
丁
未
年
迠
番
代
ニ
而
相
勤
申
候
、
一
私
儀
本
町
四
丁
目
久
吾
倅
　
弘
化
四
丁
未
年
相
続
仕
候
、
一
嘉
永
三
庚
戌
年
倅
長
太
郎
江
私
居
宅
上
手
表
口
弐
間
相
譲
り
二
二
六
　
別
宅
為
仕
、
本
人
ニ
相
立
申
候
、
　
弘
化
四
丁
未
年
ゟ
当
寅
年
迠
八
ヶ
年
相
勤
、
当
寅
四
十
八
歳
ニ
　
罷
成
申
候
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
嘉
永
七
甲
寅
閏
七
月　
舩
大
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久 
兵 
衛
一
嘉
永
七
甲
寅
年
十
月
廿
九
日
亡
父
久
兵
衛
及
末
期
願
置
候
通
倅
　
幸
治
郎
へ
相
続
被　
仰
付
候
、
一
安
政
七
庚
申
年
垣
岡
長
治
郎
差
上
銀
致
候
付
、
御
酒
被
下
置
候
、
　
　
　
　
由
緒
書
一
私
儀　
塩
屋
源
蔵
二
男
　
嘉
永
弐
己
酉
年
伯
父
源
助
本
家
相
続
仕
候
ニ
付
、
御
願
申
上
、
　
右
跡
屋
敷
私
相
続
仕
候
、
当
寅
年
迠
六
ヶ
年
相
勤
、
当
寅
七
才
　
ニ
罷
成
申
候
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
嘉
永
七
甲
寅
閏
七
月　
塩
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹 
治 
郎
　
　
　
　
由
緒
書
一
私
祖
父
舩
大
工
傳
右
衛
門
遊
子
浦
傳
右
衛
門
忰
　
宝
暦
二
壬
申
年
舩
大
工
長
兵
衛
弟
子
ニ
罷
在
候
ニ
付
、
右
内
ゟ
　
別
宅
仕
候
、
　
寛
政
九
丁
巳
年
吉
田
御
分
北
灘
浦
大
宝
院
倅
幸
蔵
養
子
ニ
仕
相
　
続
御
願
申
上
候
処
、
無
間
も
死
去
仕
候
ニ
付
、
傳
右
衛
門
並
勤
　
仕
候
、
　
宝
暦
弐
壬
申
年
ゟ
　
文
化
弐
乙
丑
年
迠
五
十
四
ヶ
年
相
勤
申
候
、
一
父
夘
兵
衛
九
丁
浦
菊
右
衛
門
倅
舩
大
工
長
兵
衛
弟
子
ニ
罷
在
、
　
文
化
弐
乙
丑
年
右
内
ゟ
傳
右
衛
門
養
子
ニ
罷
越
同
年
相
続
仕
候
、
　
弘
化
四
丁
未
年
火
消
小
頭
順
席
被　
仰
付
候
、
　
文
化
弐
乙
丑
年
ゟ
　
嘉
永
三
庚
戌
年
迠
四
十
六
ヶ
年
相
勤
、
二
男
傳
右
衛
門
江
相
続
　
御
願
申
上
隠
居
仕
候
、
一
私
儀
　
嘉
永
三
庚
戌
年
相
続
仕
候
、
　
同
七
甲
寅
年
迠
五
ヶ
年
相
勤
、
当
甲
寅
三
十
九
歳
ニ
罷
成
申
候
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
嘉
永
七
甲
寅
閏
七
月　
舩
大
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

傳
右
衛
門
二
二
七
『
舩
大
工
町
中
由
緒
書
』
　
　
　
　
由
緒
書
一
私
儀
　
嘉
永
三
庚
戌
年
舩
大
工
久
兵
衛
内
ゟ
別
宅
仕
候
、
　
当
寅
年
迠
五
ヶ
年
相
勤
、
当
寅
十
六
歳
ニ
罷
成
申
候
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
嘉
永
七
甲
寅
閏
七
月　
増
田
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長 
太 
郎
一
安
政
七
庚
申
年
差
上
銀
致
候
付
、
御
酒
被
下
置
候
、
　
　
　
　
由
緒
書
一
私
儀
吉
田
御
分
北
灘
浦
権
七
倅
　
寛
政
十
戊
午
年
舩
大
工
長
兵
衛
内
江
弟
子
ニ
罷
越
、
　
享
和
元
辛
酉
年
別
宅
仕
、
長
兵
衛
扣
家
番
代
相
勤
申
候
、
　
嘉
永
三
庚
戌
年
鍛
冶
彦
兵
衛
家
屋
敷
表
口
弐
間
通
り
相
求
、
同
　
年
ゟ
未
年
迠
十
ヶ
年
之
間
相
続
仕
、
本
人
ニ
相
立
申
候
、
当
寅
　
年
迠
五
ヶ
年
相
勤
、
当
寅
六
十
八
歳
ニ
罷
成
申
候
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
嘉
永
七
甲
寅
閏
七
月　
船
大
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅 
之 
進
　
安
政
五
戊
午
年
十
二
月　
忰
七
蔵
業
方
熟
達
付
本
家
順
席
被
　
仰
付
候
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
嘉
永
七
甲
寅
閏
七
月　
借
家
頭
取
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半 
兵 
衛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舩
大
工
捨
兵
衛
借
家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長 
治 
郎
一
安
政
三
丙
辰
年
三
月　
依
願
鍛
冶
彦
兵
衛
内
よ
り
別
宅
仕
候
、
　
　
　
　
由
緒
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舩
大
工
権
六
借
家
一
天
保
弐
辛
夘
年
浄
念
寺
浪
人
宗
門
ゟ　
　
吉 
太 
郎
　
御
丁
内
江
罷
越
、
当
寅
年
迠
廿
五
ヶ
年
罷
在
候
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
　
　
寅
閏
七
月
二
二
八
　
　
　
　
由
緒
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舩
大
工
権
六
借
家
一
文
政
十
弐
己
丑
年
下
泊
浦
浅
右
衛
門
内
ゟ　
弥 
三 
郎
　
御
丁
内
江
罷
越
候
　
嘉
永
元
戊
申
年
借
家
頭
取
被
仰
付
候
、
　
同
三
亥
戌
年
退
役
仕
候
、
当
寅
年
迠
廿
七
ヶ
年
罷
仕
候
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
　
　
　
寅
閏
七
月
　
　
　
　
由
緒
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舩
大
工
権
兵
衛
借
家
一
天
保
七
丙
申
年
市
原
屋
新
兵
衛
内
ゟ　
　
新
左
衛
門
　
別
宅
仕
、
　
嘉
永
四
癸
亥
年
借
家
頭
取
被　
仰
付
候
、
　
当
寅
年
迠
拾
九
ヶ
年
罷
在
候
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
　
　
　
寅
閏
七
月
　
嘉
永
七
甲
寅
年
八
月
十
一
日
借
家
頭
取
深
切
相
勤
候
ニ
付
、
本
　
家
家
持
格
被　
仰
付
候
、
　
安
政
四
丁
巳
年
十
一
月
十
一
日
借
家
頭
取
勤
方
宜
趣
ヲ
以
本
家
　
持
順
席
之
御
賞
被
成
下
候
、
　
　
　
　
由
緒
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
屋
竹
次
郎
借
家
一
天
保
三
壬
辰
年
横
新
町　
　
　
　
　
　
半 
兵 
衛
　
池
田
屋
猪
兵
衛
内
ゟ
御
丁
内
江
罷
越
、
　
嘉
永
三
庚
戌
年
借
家
頭
取
被　
仰
付
候
、
　
当
寅
年
迠
廿
三
ヶ
年
罷
在
候
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
　
　
　
寅
閏
七
月
　
嘉
永
七
甲
寅
年
八
月
十
一
日
借
家
頭
取
深
切
相
勤
候
ニ
付
、
本
　
家
家
持
格
被　
仰
付
候
、
　
安
政
三
丙
辰
年
四
月
及
老
年
、
依
願
借
家
頭
取
御
免
被
成
下
候
、
　
同
四
年
帋
町
熊
野
屋
甚
蔵
方
へ
家
族
召
連
養
子
引
越
参
候
、
　
当
分
竹
次
郎
借
家
ニ
て
商
売
致
度
旨
願
済
、
　
　
　
　
由
緒
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舩
大
工
権
六
借
家
一
父
與
吉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源 
太 
郎
　
文
政
四
辛
巳
年
本
九
島
浦
倉
吉
内
ゟ
御
丁
内
江
罷
越
、
　
嘉
永
元
戊
申
年
借
家
頭
取
被　
仰
付
、
　
同
弐
己
酉
年
死
去
仕
、
其
跡
私
相
続
仕
、
当
寅
年
迠
二
十
三
ヶ
二
二
九
『
舩
大
工
町
中
由
緒
書
』
　
年
罷
在
候
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
　
　
　
寅
閏
七
月
　
　
　
　
由
緒
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
屋
傳
吉
借
家
一
嘉
永
五
壬
子
年
清
水
村
恵
左
衛
門
内
ゟ　
茂　
吉
　
御
丁
内
江
罷
越
、
当
寅
年
迠
三
ヶ
年
罷
在
候
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
　
　
　
寅
閏
七
月
　
　
　
　
由
緒
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舩
大
工
権
六
借
家
一
天
保
十
己
亥
年
舩
大
工
権
兵
衛
内
ゟ　
と　
み
　
別
宅
仕
、
当
寅
年
迠
拾
六
ヶ
年
罷
在
候
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
　
　
寅
閏
七
月
　
　
　
　
由
緒
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舩
大
工
権
兵
衛
借
家
一
弘
化
弐
己
巳
年
下
灘
浦
栄
太
郎
内
ゟ　
清　
吉
　
御
丁
内
江
罷
越
舩
大
工
正
蔵
内
江
罷
在
、
夫
ゟ
　
同
年
別
宅
仕
、
当
寅
年
迠
十
四
ヶ
年
罷
在
候
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
　
　
寅
閏
七
月
　
　
　
　
由
緒
書
一
私
先
祖
舩
大
工
七
兵
衛
宮
下
村
善
兵
衛
倅
　
宝
永
二
乙
酉
年
ゟ
御
丁
内
江
住
居
仕
候
、
　
明
和
三
丙
戌
年
迠
六
拾
三
ヶ
年
相
勤
申
候
、
一
二
代
目　
　
十
兵
衛
岩
渕
村
市
郎
兵
衛
倅
　
明
和
三
丙
戌
年
相
続
仕
候
、
　
安
永
八
己
亥
年
迠
十
四
ヶ
年
相
勤
申
候
、
一
三
代
目　
　
善　
助　
十
兵
衛
倅
　
安
永
八
己
亥
年
相
続
仕
候
、
　
享
和
四
甲
子
年
迠
二
十
六
ヶ
年
相
勤
申
候
、
一
四
代
目　
　
万　
助　
善
助
弟
　
享
和
四
甲
子
年
相
続
仕
候
、
　
天
保
四
癸
巳
年
迠
三
十
ヶ
年
相
勤
申
候
、
二
三
〇
一
五
代
目　
　
善
兵
衛　
善
助
忰
　
天
保
四
癸
巳
年
相
続
仕
候
、
　
嘉
永
六
癸
丑
年
迠
弐
拾
壱
ヶ
年
相
勤
申
候
、
一
私
儀
　
嘉
永
六
癸
丑
年
相
続
仕
候
、
　
同
七
甲
寅
年
迠
弐
ヶ
年
相
勤
申
候
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舩
大
工
　
　
　
　
嘉
永
七
甲
寅
閏
七
月　
　
　
喜 
代 
治
　
安
政
三
丙
辰
年
四
月
、
依
願
戸
嶌
浦
惣
八
方
へ
引
取
候
事
、
　
　
　
　
由
緒
書
一
私
先
祖
和
泉
屋
利
左
衛
門
横
新
町
和
泉
屋
仁
兵
衛
忰
、
老
年
之
　
後
栄
助
与
改
名
仕
候
、
　
安
永
四
乙
未
年
ゟ
御
丁
内
江
住
居
仕
候
、
　
天
明
七
丁
未
年
御
丁
内
喜
助
跡
家
屋
敷
相
求
、
本
人
ニ
相
立
申
　
候
、
　
寛
政
十
戊
午
年
迠
二
十
四
ヶ
年
相
勤
申
候
、
一
二
代
目　
　
　
国　
蔵
　
寛
政
十
戊
午
年
相
続
仕
候
、
　
同
年
御
丁
内
木
挽
武
八
家
屋
敷
与
譲
替
仕
候
、
　
文
化
三
丙
寅
年
迠
九
ヶ
年
相
勤
申
候
、
一
三
代
目　
　
　
林　
蔵　
岩
渕
村
利
左
衛
門
倅
　
文
化
三
丙
寅
年
相
続
仕
候
、
　
弘
化
四
丁
未
年
迠
四
十
三
ヶ
年
相
続
仕
候
、
一
四
代
目　
　
　
利
三
郎
　
弘
化
四
丁
未
年
相
続
仕
候
、
　
嘉
永
五
壬
子
年
迠
六
ヶ
年
相
勤
申
候
、
一
私
儀
　
嘉
永
五
壬
子
年
相
続
仕
候
、
当
寅
年
迠
三
ヶ
年
相
勤
、
当
寅
二
　
十
壱
歳
ニ
罷
成
申
候
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
嘉
永
七
甲
寅
閏
七
月　
和
泉
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
三
郞
一
安
政
七
庚
申
年
差
上
銀
致
候
ニ
付
、
御
酒
被
下
置
候
、
　
　
　
　
由
緒
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紀
伊
国
屋
長
兵
衛
借
家
一
嘉
永
弐
己
酉
年
舩
大
工
傳
右
衛
門　
夘 
太 
郎
　
内
ゟ
別
宅
仕
、
当
寅
年
迠
六
ヶ
年
罷
在
候
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
　
　
寅
閏
七
月
二
三
一
『
舩
大
工
町
中
由
緒
書
』
　
　
　
　
由
緒
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舩
大
工
権
兵
衛
借
家
一
天
保
八
丁
酉
年
和
泉
屋
喜
三
郎
内
ゟ　
　
　
　
　
慶　
　
治
　
忰
寅
之
助
別
宅
仕
、
　
嘉
永
四
辛
亥
年
慶
治
養
子
ニ
罷
成
候
ニ
付
、
同
人
本
人
ニ
罷
成
、
　
当
寅
年
迠
十
九
ヶ
年
罷
在
候
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
　
　
寅
閏
七
月
　
　
　
　
由
緒
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
屋
竹
次
郎
借
家
一
弘
化
三
丙
酉
午
年
舩
大
工
父
喜
惣
治　
　
　
　
　
助 
太 
郎
　
内
ゟ
別
宅
仕
、
当
寅
年
迠
九
ヶ
年
罷
在
候
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
　
　
寅
閏
七
月
　
安
政
五
戊
午
年
十
二
月　
業
方
抜
群
熟
達
致
候
趣
ヲ
以
本
家
順
　
席
被　
仰
付
候
、
　
　
　
　
由
緒
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舩
大
工
権
長
兵
衛
借
家
一
嘉
永
弐
己
酉
年
市
原
屋
理
兵
衛
借
屋
ゟ　
　
　
　
甚 
太 
郎
　
別
宅
仕
、
当
寅
年
迠
六
ヶ
年
罷
在
候
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
　
　
寅
閏
七
月
　
　
　
　
由
緒
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舩
大
工
幸
治
郎
借
家
一
父
庄
蔵
三
崎
浦
之
内
高
浦
長
右
衛
門
内
ゟ　
　
　
文 
太 
郞
　
文
政
六
辛
未
年
舩
大
工
権
兵
衛
内
江
罷
越
、
夫
ゟ
別
宅
仕
、
　
天
保
八
丁
酉
年
隠
居
仕
、
其
跡
私
相
続
仕
、
当
寅
年
迠
三
十
弐
　
ヶ
年
罷
在
候
、
　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
　
　
寅
閏
七
月
　
安
政
五
戊
午
年
九
月
、
家
族
共
裡
町
四
丁
目
糀
屋
助
十
郞
役
鋸
　
ニ
引
越
参
ル
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丁
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紀
伊
国
屋
長
兵
衛
二
三
二
　
嘉
永
七
甲
寅
閏
七
月　
　
　
市
原
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新 
兵 
衛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舩
大
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権 
兵 
衛
　
右
之
通
舩
大
工
町
中
由
緒
書
相
改
置
候
、
向
後
銘
々
御
賞
詞
代
　
替
并
借
家
分
出
入
共
時
々
此
牒
面
江
書
加
置
候
事
、
　
　
　
寅
　
　
　
　
八
月　
　
　
　
　
　
渡
邊
作
之
進
（
裏
内
扉
）
渡　
邊
（
注
記
）原
文
は
綴
じ
直
し
の
際
に
前
後
し
た
り
、
行
き
違
い
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
部
分
が
あ
る
が
、
翻
刻
に
際
し
て
正
合
さ
せ
た
。
